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美
術
館
・
博
物
館

な
ど
の
催
し

ぐ
ん
ま
昆
虫
の
森
季
節
展
「
昆

虫
た
ち
の
冬
越
し
展
」・「
フ
ォ

ト
コ
ン
テ
ス
ト
作
品
展
」
＊

望遠鏡を使って虫を観察する

会
期

　
１
月
５
日
㈯
〜
２
月
24
日
㈰

※
月
曜
日
（
祝
日
の
場
合
は
そ
の
翌
日
）

休
園

時
間

　
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時
30
分

（
入
園
は
４
時
ま
で
）

会
場

　
県
立
ぐ
ん
ま
昆
虫
の
森
（
桐
生
市

新
里
町
）

内
容

　
冬
の
野
山
で
は
あ
ま
り
昆
虫
を
見

る
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
が
、
実
は
、
さ
ま

ざ
ま
な
場
所
に
隠
れ
て
過
ご
し
て
い
ま
す
。

　
昆
虫
の
冬
の
間
の
過
ご
し
方
を
紹
介
し

た
り
、
昆
虫
の
写
真
や
虫
と
人
と
の
触
れ

合
い
の
写
真
を
展
示
し
た
り
し
ま
す

入
園
料
　
一
般
＝
４
１
０
円
、
大
学
・
高

校
生
＝
２
０
０
円
、
中
学
生
以
下
＝
無
料

問
　
☎
０
２
７
７
・
７
４
・
６
４
４
１
　

FAX

０
２
７
７
・
７
４
・
６
４
６
６

ぐ
ん
ま
天
文
台
「
部
分
日
食
観

察
会
」
＊

期
日
　
１
月
６
日
㈰

時
間
　
午
前
８
時
30
分
〜
11
時
30
分

※
天
候
不
良
時
中
止

会
場
　
県
立
ぐ
ん
ま
天
文
台（
高
山
村
中
山
）

内
容
　
上こ

う

野ず
け

国こ
く

司し

が
奉
納
し
た
経
典
や
加か

藤と
う

清き
よ

正ま
さ

の
文
書
、地
元
で
作
ら
れ
た
刀
剣
・

甲か
っ

冑ち
ゅ
う

な
ど
、
常
設
展
で
は
見
る
こ
と
の
で

き
な
い
当
館
所
蔵
資
料
を
展
示
し
ま
す

観
覧
料
　
一
般
＝
３
０
０
円
、
大
学
・
高

校
生
＝
１
５
０
円
、
中
学
生
以
下
＝
無
料

問
　
☎
０
２
７
・
３
４
６
・
５
５
２
２
　

FAX

０
２
７
・
３
４
６
・
５
５
３
４

自
然
史
博
物
館
特
別
展
「
ぐ
ん

ま
の
自
然
の『
い
ま
』を
伝
え
る
」

会
期
　
１
月
19
日
㈯
〜
２
月
24
日
㈰

※
月
曜
日
（
祝
日
の
場
合
は
そ
の
翌
日
）

休
館

時
間
　
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
５
時
（
入

館
は
４
時
30
分
ま
で
）

会
場

　
県
立
自
然
史
博
物
館
（
富
岡
市
上

黒
岩
）

内
容

　
県
内
の
自
然
保
護
・
保
全
に
携
わ

る
団
体
や
学
校
な
ど
が
行
っ
て
い
る
調

査
・
研
究
、活
動
の
成
果
を
紹
介
し
ま
す
。

当
館
で
収
蔵
す
る
実
物
標
本
を
活
用
し
た

展
示
も
行
い
ま
す

ポスター発表の様子

費
用
　
無
料

※
常
設
展
は
観
覧
料
が
か
か
り
ま
す

問
　
☎
０
２
７
４
・
６
０
・
１
２
０
０
　

FAX

０
２
７
４
・
６
０
・
１
２
５
０

館
林
美
術
館
企
画
展
示
「
エ
キ

ゾ
テ
ィ
ッ
ク
×
モ
ダ
ン

　
ア
ー
ル

・
デ
コ
と
異
境
へ
の
眼
差
し
」
＊

会
期
　
１
月
22
日
㈫
〜
３
月
31
日
㈰

※
月
曜
日
（
祝
日
の
場
合
は
そ
の
翌
日
）

休
館

時
間
　
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
５
時
（
入

館
は
４
時
30
分
ま
で
）

会
場
　
県
立
館
林
美
術
館（
館
林
市
日
向
町
）

内
容
　
１
９
２
０
〜
30
年
代
の
フ
ラ
ン
ス

で
、
美
術
や
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
、
宝
飾
、
家
具

デ
ザ
イ
ン
な
ど
幅
広
い
芸
術
分
野
に「
ア
ー

ル
・
デ
コ
」
と
い
う
装
飾
様
式
が
広
ま
り

ま
し
た
。
フ
ラ
ン
ス
の
美
術
館
所
蔵
の
国

内
初
公
開
作
品
を
中
心
に
約
90
点
を
展
示

し
、
異
国
文
化
と
の
接
点
に
視
点
を
置
き

「
ア
ー
ル
・
デ
コ
」
を
紹
介
し
ま
す

観
覧
料

　
一
般
＝
８
２
０
円
、
大
学
・
高

校
生
＝
４
１
０
円
、
中
学
生
以
下
＝
無
料

問
　
☎
０
２
７
６
・
７
２
・
８
１
８
８

　

FAX

０
２
７
６
・
７
２
・
８
３
３
８

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
「
ぐ
ん
ま

県
民
カ
レ
ッ
ジ
の
つ
ど
い
」

　
ぐ
ん
ま
県
民
カ
レ
ッ
ジ
と
は
、
県
や
市

町
村
、
教
育
機
関
、
博
物
館
な
ど
が
連
携

し
て
、
県
民
の
皆
さ
ん
に
さ
ま
ざ
ま
な
生

涯
学
習
の
場
を
提
供
す
る
も
の
で
す
。

期
日
　
１
月
26
日
㈯

時
間
　
午
後
１
時
〜
３
時
（
正
午
開
場
）

会
場
　
県
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
（
前
橋
市

文
京
町
）

内
容

○
表
彰
式
　
ぐ
ん
ま
県
民
カ
レ
ッ
ジ
在
学

生
に
奨
励
賞
を
授
与
し
ま
す

○
記
念
講
演

・
演
題
　
日
々
精
進
〜
落
語
家
が
語
る

「
学
ぶ
」
と
い
う
こ
と
〜

・
講
師
　
林は

や
し

家や

つ
る
子こ

（
落
語
家
）

林家つる子さん

定
員
　
２
５
０
人
（
先
着
順
）

費
用
　
無
料

申
し
込
み
方
法
　
電
話
、
フ
ァ
ク
ス
ま
た

は
Ｅ
メ
ー
ル
。
住
所
、
氏
名
、
年
代
、
電

話
番
号
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い

申
・
問　
☎
０
２
７
・
２
２
４
・
５
７
０

０
　
FAX

０
２
７
・
２
２
１
・
５
０
０
０
　

kondou-a@
pref.gunm

a.lg. 
jp

近
代
美
術
館
「
美
術
館
ア
ー
ト

ま
つ
り
」

期
日
　
１
月
27
日
㈰

時
間
　
午
前
10
時
〜
正
午
、
午
後
１
時
〜

３
時

会
場

　
県
立
近
代
美
術
館（
高
崎
市
綿
貫
町
）

内
容

　
簡
単
な
工
作
や
造
形
遊
び
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
ア
ー
ト
イ
ベ
ン
ト
を
体
験
で

き
ま
す
。
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
て
ス
タ
ン

プ
を
集
め
る
と
、
賞
品
が
も
ら
え
ま
す

費
用

　
無
料

申
し
込
み
方
法

　
当
日
、
直
接
会
場
に
お

越
し
く
だ
さ
い

問
　
☎
０
２
７
・
３
４
６
・
５
５
６
０

　

FAX

０
２
７
・
３
４
６
・
４
０
６
４

「注ぐ・放つ、希望の光」参考図版　後藤朋美《You are my 
hope, You are your hope》

内
容
　
望
遠
鏡
や
「
日
食
メ
ガ
ネ
」
な
ど

を
使
っ
て
部
分
日
食
を
観
察
し
ま
す

「日食メガネ」を使って観察する

費
用

　
無
料

※
入
館
料
が
か
か
り
ま
す

入
館
料

　
一
般
＝
３
０
０
円
、
大
学
・
高

校
生
＝
２
０
０
円
、
中
学
生
以
下
＝
無
料

申
し
込
み
方
法

　
当
日
、
直
接
会
場
に
お

越
し
く
だ
さ
い

そ
の
他

　
歩
行
が
困
難
な
人
は
、
当
館
の

駐
車
場
と
会
場
の
間
を
送
迎
し
ま
す
。
駐

車
場
ト
イ
レ
横
の
イ
ン
タ
ー
ホ
ン
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い

問
　
☎
０
２
７
９
・
７
０
・
５
３
０
０

　

FAX

０
２
７
９
・
７
０
・
５
５
４
４

歴
史
博
物
館
特
別
収
蔵
品
展「
綺き 

羅ら

美び

耀や
か

２
」
＊

左：刀 中山一貫斎義弘　右：朱漆塗碁石
頭伊予札緋威二枚胴具足

会
期
　
１
月
12
日
㈯
〜
２
月
24
日
㈰

※
月
曜
日
（
祝
日
の
場
合
は
そ
の
翌
日
）

休
館

時
間
　
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
５
時
（
入

館
は
４
時
30
分
ま
で
）

会
場
　
県
立
歴
史
博
物
館（
高
崎
市
綿
貫
町
）

　11
月
19
日
に
、
み
な
か
み
町
に
あ
る

た
く
み
の
里
の「
わ
ら
ア
ー
ト
ま
つ
り
」

に
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　里
の
入
り
口
信
号
付
近
で
、
最
初
の

展
示
物
に
出
合
え
ま
し
た
。
31
年
の
干え

支と

「
イ
ノ
シ
シ
」
を
表
現
し
た
「
ワ
ラ

シ
シ
親
子
」
で
す
。
巨
大
な
イ
ノ
シ
シ

は
全
て
わ
ら
で
制
作
さ
れ
て
お
り
、
親

子
と
も
ど
も
ぬ
く
も
り
を
感
じ
さ
せ
る

作
品
で
し
た
。

　次
に
訪
れ
た
の
が
「
赤
谷
の
イ
ヌ
ワ

シ
」
で
す
。
眼
が
輝
き
、
く
ち
ば
し
は

鋭
く
、
今
に
も
飛
び
立
ち
そ
う
な
姿
に

感
動
し
ま
し
た
。

　そ
の
他
、「
Ｓ
Ｌ

　Ｄ
ー
51
」
や
「
釈し

ゃ 

迦か

如
来
像
」、
巨
大
牛
の
「
ワ
ラ
べ
こ
」

な
ど
の
わ
ら
ア
ー
ト
作
品
を
見
ま
し
た
。

ど
れ
も
素
晴
ら
し
い
出
来
栄
え
で
し
た
。

　地
元
の
わ
ら
や
竹
な
ど
を
活
用
し
て
、

来
年
も
続
け
て
い
く
予
定
だ
そ
う
で
す
。

県
民
リ
ポ
ー
タ
ー
だ
よ
り

た
く
み
の
里

　わ
ら
ア
ー
ト
め
ぐ
り

川か
わ

口ぐ
ち

日ひ
さ

志し

さ
ん（
前
橋
市
）

わらで作られた「ワラシシ親子」

ジョルジュ・バルビ
エ《素晴らしい人：
ウォルトのイブニン
グ・ドレス》
『ガゼット・デュ・
ボン・トン』より　
1924-25 年　東京都
庭園美術館蔵


